
騰
し
て
既
陀
挙
制
叫
に
及
ぽ
ん
と
す
。
子
ν
時
位
子
利
長
剣
深
き
傘
胞
や

去
は
し
け
ん
‘
彼
の
武
榊
た
る
物
部
八
幡
、
及
び
射
水
制
阿
尾
村
菊

池
伊
豆
入
道
が
恋
披
阿
尾
の
城
内
に
肥
り
採
れ
る
榊
葉
糾
明
の
阿
紳

鍵
を
金
海
へ
迎
へ

ら
れ
、

金調印
に
於

τ榊
殴
逃
m
E
E
命
ぜ
ら
る
h

k

依
っ
て
‘枇
地
を
摂
び
治
替
の
畿
に
及
ぶ
べ
吉
皆
、
大
阪
よ
り
金
滞
留

守
の
老
臣
へ
命
令
島
り
。
依
ν
之
横
山
山
披
長
知
命
を
時中じ
、

月

十

金
滞
古
限
志
港

物
部
一柳枇
に
て
、
武
一
脚
の
醤
枇
、
鍛
異
説
也
明
な
る
に
よ
り
.
守
秘
紳

と
な
し
‘
甚
だ
傘
敬
せ
ら
れ
、
卸
ち
守
山
に
於
て
一
柳
殴
鑑
替
を
命
ぜ

ら
れ
た
り
。
然
る
に
桜
長
四
年
三
月
務
組
利
家
卿
犠
州
大
阪
K
於
て

病
街
に
か
ミ
り
給
ム
。
此
の
時
花
賞
り
天
下
物
誌
を
生
じ
‘
世
上
品
仰

天
正
丸
年
能
登
図
を
初
め
て
賜
は
り
、
同
十
一
年
加
賀
二
郡
を
も
封

内
と
成
し
.
金
潔
へ

入
披
し
給
ふ
由円

同
十
=
一
年
越
中
圏
構
波
・
射

水
・
締
負
三
都
も
封
内
と
成
り
、
二
世
附
疋
二
位
大
納
一言
利
長
卿
を

し
て
越
中
の
地
主
治
め
し
め
給
ひ
.
依
v
之
加
州
松
任
披
よ
り
射
水
郡

守
山
披
へ
穆
り
給
ふ
。
共
の
頃
守
山
の
都
出
来
務
老
坂
村
陀
銀
座
し
給

へ
る
物
部
八
幡
と
僻
す
る
枇
は
.
延
菩
式
榊
名
阪
に
載
せ
ら
れ
た
る

れ
り
。
故
に
金
海
士
族
は
勿
論
、
加
賀

能
登
・
越
中
三
タ
闘
の
人
民

殊
に
骨
格
敬
す
。
抑
J
V凶
枇
草
創
の
来
胞
を
考
ふ
る
陀
、
務
副
皿
利
家
卿

た
ほ
久
岡
他
左
衛
門

へ
申
わ
た
し
候
。
な
ほ
御
げ
ん
ざ
ん
の
語
り
ふ

し
申
あ
げ
〆り
i
H
じ
。

三

月

寸

八

日

よ

と

や

ま

山

し

ろ

御
つ
ぽ
ね
様
御
返
事

以

上

今
日
う
た
っ
や
ま
御
検
地
に
付
而
.
八
幡
宮
屋
布
之
事
被
u

仰
越
「
先

年
取
立
候
糊
は
‘
荒
地
山
に
而
候
つ
る
僚
、
此
の
度
之
儀
御
見
合
候

而
御
引
被
v
成
叶
ν
然
符
候
。
あ
た
ど
や
わ
た
道
之
事
‘
日
正
叉
御
見
合
候

而
可
v
然
械
に
可
ν
被
ι
仰
付
-
候
。
共
外
出
中
公
人
屋
布
之
革
、
公
儀
屋
布

五
七

だ
さ
れ
候
と
訟

p
・
ま
づ
/
¥
あ
ひ
己
主
ろ
へ
ぞ
ん
じ
候
。
公
つ
い

で
の
治
り
ふ
し
申
あ
げ
.
御
返
事
中
上
候
べ
〈
候
ド
乙
。

八
日
地
奉
行
久
間
他
左
衛
門
へ
建
し
、
卯
辰
山
の
箆
な
る
荒
地
主
平

均
し
て
枇
地
主
ト
し
.
一
例
官
の
居
邸
北
ハ
千
五
十
歩
を
境
内
と
定
め
、

利
政
造
m
M
の
畿
に
及
ペ
り
。
共
の
時
の
書
札
等
.
子
v
今
卯
辰
八
幡
恋

榊
官
厚
見
氏
所
蹴
す
。
共
の
文
書
止ハ左
の
如
し
。

以

上

御
文
く
わ
し
く
は
い
け
ん
い
た
し
候
。
さ
て
は
八
ま
ん
の
や
し
ろ
御

と
ん
り
う
の
事
、
と
の
械
御
意
を
う
か
ピ
ひ
可
ν
申
よ
し
、
治
隠
せ
〈

O
金

谷

馬

場

山
品
傘
日
興
自
妃
広
一
宮
ふ
。
延
貸
九
年
一
一
一
月
廿
六
日
金
谷
屋
政
御
文
節

之
前
に
遁
狙
し
之
馬
場
被

i

一仰
何
一
切
固
有
場
出
来
。
と
あ
り
。
き
れ
ば

此
の
時
初
め
て
命
ぜ
ら
れ
た
り
と
聞
ゆ
れ
ど
、
仲
世
十
る
に
是
よ
り
さ

き
既
に
馬
場
を
此
の
地

K
命
ぜ
ら
れ
け
ん
。
年
代
摘
要
高
治
三
年
の

僚
に
、
金
谷
堂
形
御
馬
場
今
年
寸
二
月
出
来
と
見
ね
、
翠
寛
文
元
年

の
僚
に
、
堂
形
・
金
谷
新
馬
場
機
砂
之
儀
、
二
月
朔
申
楽
と
あ
り
て
‘

改
作
所
答
記
K
紋
せ
た
る
寛
文
元
年
二
月
朔
鴨
野
又
右
衛
門
等
連
名

智
剛
山
花
、
金
谷
屋
敷
御
馬
場
北
形
御
馬
場
問
所
海
砂
翁
ν
持
方
被
a
仰

付
二
耳
々
と
減
せ
た
り
。
さ
れ
ば
此
の
時
堂
形
馬
場
と
同
時
陀
金
谷
馬

政
志
品
世

A

出
候
節
、
東
鑑
に
か
や
う
た
一
品
有
ν
之
た
ど
a
A

被
ν
仰
.
夫
に
隙
じ

て
御
附
巾
上
た
り
。
此
結
崎
と
い
ふ
女
中
は
山
岡
仁
右
衛
門
が
叔
母

に
て
、
山
岡
如
見
が
娘
友
り
。
故
に
女
た
が
ら
書
物
を
能
く
見
申
た

る
よ
し
不
破
平
左
衛
門
い
へ
り
と
。
叉
族
問
安
勝
筆
記
花
、
岩
崎
と

云
年
寄
女
中
は
初
め
八
保
宮
の
御
旅
中
へ
付
被
ν
近
、
後
利
常
卿
へ
御

率
公
申
上
。
御
意
に
郎
じ
、
御
酬
明
の
御
相
手
に
成
り
た
り
。
此
岩
崎
は

源
氏
を
髄
み
、
款
問
牢
を
も
せ
し
者
也
と
あ
り
。
お
等
の
体
設
共
に
て
、

利
常
卿
の
曾
絡
を
都
ま
せ
給
ム
山
沿
し
は
か
る

べ
し。

金
滞
古

占
J、

十
一
日
玉
泉
院
丸
に
先
年
よ
り
有
ν
之
十
問
之
御
阪
、
今
日
よ
り
段
ち

候
也
。
此
の
跡
K
御
卒
花
壇
可
v
被
=
仰
付
甲
山
也
。
と
あ
り
。
前
悶
芭

間
的
云
ム
。
此
御
既
に
辞
建
御
馬
は
‘
御
召
に
而
別
K
御
拠
有
v
之
皆

殺
々
及
ν
承
。
赴
を
見
る
に
符
合
す
と
云
々
。

O
尾

山

神

社

首
枇
は
沓
務
前
岡
家
の
組
府
従
一
一
位
前
倒
大
納
言
利
家
卿
の
懸
を
肥

O
金

谷

厩

お
宅
自
興
自
紀
に
云
ふ
。
元
総
元
年
九
月
十
日
今
度
金
谷
屋
敷
陀
被
a

仰
付
一七
川
之
御
眠
、
頃
日
出
来
。
依
ν
之
此
厩
b
被
=入
位
白馬
御
拠

也
。
今
日
於
晶同
所
馬
場
-
御
覧
有
v
之
、
三
疋
相
究
也
。
此
外
三
疋
は

不
ν
及
品御
間
比
一
役
而
被
a
仰
向
-也
。
右
六
疋
今
日
よ
り
御
厩
に
被
ν建
也
。

唱
へ
り
。
共
の
後
復
止
む
と

b
り。

変
し
三
州
志
K
は
、
金
谷
馬
場

の
滋
脇
等
の
郡
を
妃
減
せ
や
し
て
‘
十

一
世
多
様
中
将
治
怖
卿
金
谷

養
老
中
の
都
の
み
を
紙
せ
た
り
。

場
も
出
来
せ
し
か
ど
、
此
の
後
延
変
九
年
に
金
谷
文
庫
の
前
広
這
姻

し
の
馬
場
を
吏
陀
命
ぜ
ら
れ
た
る
な
り
と
聞
ゆ
。
三
州
志
来
図
概
覚

附
録
K
.
金
谷
文
館
馬
場
の
地
.
安
永
四
年
露
地
中
へ
園
ひ
と
み
の

出
巧
天
明
二
年
四
月
叉
馬
場
を
作
ら
せ
ら
れ
、
之
を
居
間
先
馬
場
と

五
六




